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１．定例会議                          

○三役会                       ８月３日（月） 

会長ほか３名の役員が出席し三役会を開催しました。 

会員から提案があった「社会情勢を考慮した寄付行為（新型コロナウイルス感染症 

に対する新たな寄付行為）」について、事務局が８月３日時点での①募金額及び②賛 

同の状況を報告した後、③寄付先、④協会負担金、⑤今後の進め方、⑥贈呈日、⑦贈 

呈出席者について協議が行われました。結果は次のとおりです。 

① 募金額（銀行入金額）⇒ ３７０万円 

② 賛同者 ⇒ 法人４１社・個人２名 （４１／６１＝６７％） 

③ 寄付先 ⇒ 新型コロナの拡大防止のため、秋田市保健所と秋田市教育委員会 

総務課（市立小・中・高 全６７校）を対象として検討         

④ 協会負担金 ⇒ 目標額５００万円と募金額との差額に応じて検討 

⑤ 今後の進め方 ⇒ 当初から担当している入札制度の検討等特別委員会で最終 

承認 

⑥ 贈呈日 ⇒ ９月上旬を目途とする 

⑦ 贈呈出席者 ⇒ 協会三役を中心とする 

 

 

○入札制度の検討等特別委員会            ８月２４日（月） 
委員長ほか１３名が出席し入札制度の検討等特別委員会を開催しました。 

委員長の挨拶の後、理事会より付託された「社会情勢を考慮した寄付行為について」 

に関して協議が行われました。 

 

【これまでの経緯】 

〇６／２２（月）三役会  

議案（追加提案）社会情勢を考慮した寄付行為について 

   「新型コロナウイルス感染症に対する新たな寄付行為として」 

⇒ 同日の理事会に提案する事を決定する   

 

〇６／２２（月）理事会（出席者 １８／２２） 

追加提案の趣旨説明 ⇒ 提案者  

⇒「新型コロナウイルス感染症に関連する社会貢献により建設産業界のイメ 

ージアップを図る」 ⇒ 寄付行為を理事会が承認 

（寄付対象 ＮＰＯ・秋田市） 

     早期対応・多数の理事関与 ⇒ 入札制度の検討等特別委員会を指名 

  

〇７／７（火）入札制度の検討等特別委員会（委嘱状交付 出席者１５／２０） 

     寄付行為について ⇒ 寄付行為の実施について再確認（理事会承認済み） 



     

決定事項 ① 寄付先は「秋田市」 ⇒ 対象部課所室は未定（候補 教委等） 

       ② 目標額５００万円（一口５万円とし口数は問わない） 

③ 目標額５００万円未満の場合の差額負担は今後協議する 

 

〇７／２０（月）寄付金募集趣意書を会員に配信 

 

〇７／２７（月）理事会 報告事項 ⇒ 入札制度の検討等特別委員会の報告 

 

〇８／３（月）三役会 

     議案 寄付行為の募金状況等について 

① 募金額（銀行入金額）⇒ ３７０万円 

② 賛同者 ⇒ 法人４１社・個人２名 （４１／６１＝６７％） 

③ 寄付先 ⇒ 秋田市教育委員会総務課（２回目 市立小・中・高６７校）、 

           秋田市保健所を対象として検討 

④ 寄付金募集趣意書の再配信を決定 

⑤ 今後の進め方 ⇒ 入札制度の検討等特別委員会で最終承認 

 

〇８／３（月）寄付金募集趣意書 再配信 

 

〇８／３（月）秋田市教育委員会総務課及び秋田市保健所に新型コロナウイルス感 

染症対応の現況確認 

 

〇８／２４(月) 最終報告 募金総額 ⇒ ４３０万円  

賛同者 ⇒ 法人４６社・個人２名（４６／６１＝７５％） 

 

事務局は、新型コロナウイルス感染症に対する新たな寄付行為の経緯について、６ 

  月２２日の理事会において寄付行為が承認され、今後の検討機関として入札制度の検 

討等特別委員会を指名したこと、７月７日の同委員会で寄付先や目標額等が決定した 

こと、８月３日の三役会において今後の進め方等について検討されたこと、及び８月 

２４日時点での募金総額等を中心に説明しました。 

議長は、経緯に相違ないことを出席委員に確認し、議事に入りました。 

 

【議事】  

議案 社会情勢を考慮した寄付行為について 

 《協議事項》 

① 寄 付 者  （仮称）「秋田市建設業協会  

          新型コロナウイルス感染対策を考える会」 

② 協会負担金 目標額との差額を負担する、又は 負担しない 



     

③ 寄付の方法 物品による寄贈 

④ 贈呈予定日 ９月上旬（秋田市長との調整） 

⑤ 贈呈出席者 協会三役若しくは寄付者代表（会代表） 

⑥ 受領証明書 秋田市からの受領証明書発行                                 

⑦ 協会承認   入札制度の検討等特別委員会（８／２４）で最終承認 

 

事務局は、①から⑦までを一括説明しました。 

議長は、それぞれについて質問・意見を求めたところ、①と②については、一緒に 

  検討すべきとの意見があり協議した結果、目標額に近い募金が集まったため、協会か 

らの負担はしないこととし、また、協会員全員からの募金に至らなかったことから、 

寄付者は「秋田市建設業協会 新型コロナウイルス感染対策を考える会」として、協 

会とは切り離して寄付することに決定しました。③について、事務局は、三役会では 

物品での寄贈が望ましいとする意見であったことや、寄付先である秋田市でも物品を 

望んでいることを説明しました。一方、委員からは、現金での寄付のほうが印象が強 

いとする意見もあり、物品と両方の意見が出たため、議長は多数決により決定するこ 

とを提案し挙手を求めた結果、物品による寄付に決定しました。④については、秋田 

市との協議により予定どおり進めることとしました。⑤については、寄付者の代表数 

名とし、⑥は、提示した案の改訂が必要とされたため、⑤及び⑥について、委員会終 

了後に委員長と事務局とで検討し決定することとしました。⑦については、本日の委 

員会での決議をもって最終承認とすることとしました。 

  委員長と事務局による検討の結果は、次のとおりです。 

⑤ 贈呈出席者 協会三役が寄付者の代表として出席する。 

⑥ 受領証明書 寄付賛同者から税務上のため要望があった場合は、寄付受納者（秋 

田市）からの「寄付物品受領証明書」と秋田市建設業協会 新型 

コロナウイルス感染対策を考える会が発行する「寄付金預り証」 

により、賛同者の寄付行為を証明する。 

 


